
福
井
の
幕
末
明
治 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

浄
勝
寺
と
一
切
経
蔵

浄勝寺は真宗大谷派に属す寺院です。慶長 15（1610）年、本願寺教如から寺号を下
付されました。境内背後の丘陵中腹には一切経蔵が建ち、『黄

おうばくばん
檗版一

いっさい
切経

きょう
』をはじめ、

丹
たんざん

山が収集した典籍や数多くの文化財が納められています。

【住所】上野山浄勝寺：丹生郡越前町下糸生 101-1（ＪＲ福井駅より京福バス清水グリーンライン線で約１時間「下糸生」下車徒歩５分）

一切経蔵 上野山 浄勝寺

参考資料等
越前町教育委員会編『丹山　幕末を生きた学僧』、越前町教育委員会編『平成 30 年度　越前町織田文化歴史館　幕末明治福井 150 年博　特別展示リーフレット　幕末明治の越前町』
多屋頼俊「坂東本の朱筆」『増補　親鸞聖人真蹟集成』第２巻　法蔵館、山田秋甫『浄勝寺丹山』丹山文庫

越前町織田文化歴史館　学芸員　村上 雅紀執筆・協力

浄
勝
寺
（
丹
生
郡
越
前
町
下
糸
生
）

第
13
世
住
職
で
あ
っ
た
上う

え

野の

順じ
ゅ
ん

藝げ
い

は
「
丹
山
」
の
雅
号
で
知
ら
れ
る
幕
末
を

代
表
す
る
学
僧
で
す
。
丹
山
は
、
当
時
流

布
し
て
い
た
『
黄お

う
ば
く
ば
ん

檗
版
一い

っ
さ
い切
経き

ょ
う』
に
誤
り

が
多
い
こ
と
を
嘆
き
、
京
都
建
仁
寺
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
『
高こ

う
ら
い
ば
ん

麗
版
大だ

い
ぞ
う蔵
経き

ょ
う』
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
経
典
の
本
来
の
姿
を
追
究

し
ま
し
た
。
浄
勝
寺
所
蔵
『
黄
檗
版
一
切

経
』
は
丹
山
の
筆
に
よ
っ
て
『
高
麗
版
大

蔵
経
』
の
内
容
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
資
料

で
、
福
井
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
丹
山
の
業
績
が
あ
り
ま
す
。
坂
東

本
『
教
行
信
証
』
を
臨
写
し
た
こ
と
で

す
。『
教
行
信
証
』
は
親し

ん
ら
ん鸞
の
著
作
で
あ

り
、
正
式
の
名
を
『
顕け

ん

浄じ
ょ
う

土ど

真し
ん
じ
つ実
教き

ょ
う

行
ぎ
ょ
う

証し
ょ
う
も
ん
る
い

文
類
』
と
い
い
ま
す
。「
教
・
行
・
信
・

証
・
真
仏
土
・
化
身
土
」
の
６
巻
か
ら
な

り
、『
無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

』
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏

の
願
文
を
根
拠
に
し
て
、
経
典
や
祖
師
の

文
章
を
引
用
し
な
が
ら
私
釈
を
加
え
て
い

ま
す
。
東
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
教
行

信
証
』
は
親
鸞
の
真
筆
で
、
も
と
は
東
京

上
野
の
坂
東
報
恩
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
と
く
に
「
坂
東
本
」
と

呼
ば
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
坂
東
本
『
教
行
信
証
』
は
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
の
関
東
大
震
災
で
被
災

し
、
平
成
15
年
よ
り
本
格
的
に
復
元
事
業

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
か
つ

て
丹
山
が
臨
写
し
た
『
教
行
信
証
』
が
底

本
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で

す
。
臨
写
本
を
所
蔵
す
る
大
谷
大
学
図
書

館
に
は
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「〈
坂
東
本
は
〉
朱
の
色
が
褪
せ
て
、
極

め
て
淡
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
全

く
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、

江
戸
時
代
の
後
期
、
今
か
ら
約
１
４
５
年

前
に
、
極
め
て
綿
密
に
忠
実
に
坂
東
本
を

臨
写
し
た
本
が
、
大
谷
大
学
図
書
館
に
あ

る
。
学
内
で
は
、
早
く
か
ら
、
こ
の
本
を

丹
山
本
教
行
信
証
と
呼
ん
で
、
非
常
に
大

切
に
し
て
い
る
。（
大
谷
大
学
図
書
館『
貴

重
特
別
図
書
目
録
』
に
は
「
坂
東
本
丹
山

影
写
」
と
し
て
出
て
い
る
。
実
は
私
、
20

数
年
前
、
名
畑(

応
順)

博
士
の
後
を
受

け
て
図
書
館
長
に
任
命
せ
ら
れ
た
時
、
若

し
、
火
災
と
い
う
よ
う
な
時
に
は
、
第
一

に
こ
の
本
を
取
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
言
わ

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。）」（
多
屋
頼
俊
「
坂

東
本
の
朱
筆
」『
増
補　

親
鸞
聖
人
真
蹟

集
成
』
第
２
巻　

法
蔵
館
）

　

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
臨
写
は
、
浄

土
真
宗
の
教
義
を
今
に
伝
え
る
重
要
な
も

の
と
し
て
、
現
代
の
研
究
者
か
ら
大
き
な

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

上う

え

野の

丹た

ん

ざ

ん山
、

知
ら
れ
ざ
る
偉
業

｜
坂
東
本
『
教
き
ょ
う

行
ぎ
ょ
う

信し
ん
し
ょ
う

証
』
の
臨
写
｜

校合『黄檗版一切経』
（浄勝寺蔵）

木造丹山坐像（浄勝寺蔵）
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